
  

  

 

 

 

 

平成 30年 5月 25日 

 

 

 

第 5回（5月） 
 

 

 

 

定例教育委員会会議録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒尾市教育委員会 

  



  



  

平成 30年 5月 定例教育委員会 議事録 

 

1．日  時 平成 30年 5月 25日（金）10時 00分 

  

2．場  所 41号会議室 

  

3．出席委員 

 

教育長 永尾 則行 

 
委 員 

 

境  民子 

 
委 員 西尾 直子 

 
委 員 泉  亜矢 

 
委 員 旭田 國浩 

 

 

 

 

   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

前田 偉知雄 特命担当次長 清水 良郎 

 教育審議員 西嶋  徹 生涯学習課長 宮脇 浩司 

 指導主事 川冨 一弘 指導主事 大塚 真史 

 課長補佐兼 

学務係長 

畑山 鉄也 給食センター

所長 

田上 智子 

 社会教育係長 馬場 理恵子 スポーツ推進係

長 

前田 恵子 

 文化係長 吉村 麗月   

 

 

 

 

 

 



  

教育長    ○開会宣言  平成 30年 5月 25日（金）10時 00分 

              ○会議成立の確認（全員出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名 

1．前回会議録の承認 

2．議案 

 

【議 第 20号 荒尾市心身障害児童生徒就学支援委員会委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

委 員 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

特別支援学級の児童生徒やクラス数が増えているようだが。 

現在、市内の特別支援学級の児童生徒数は 120名を超えており、知的障害

や情緒障害の学級もクラス増になったりと昨年度よりも確実にクラス数

や児童生徒数が増えている。 

確かに 120名は超えている。1クラスあたりの子どもの数も増えている。

小中学校で増えているので、高等部の県立支援学校でも生徒数が増えてお

り、県内で新たに支援学校を建設している。 

なぜ、増えているのか。どういう原因があるのか。 

1つの要因として、臨床心理士を教育委員会の職員として採用しており、

この臨床心理士が専門的な立場で検査、判断し、保護者に伝えていること

で特別支援学級の児童生徒数が増えているのではないか。 

臨床心理士が検査をして、その結果について保護者にきちんと話をして、

保護者が納得して特別支援学級に通わせたり保護者が特別支援に対する

理解ができていることなどが大きな要因になっている。 

 

【議 第 21号 荒尾市学校評議員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

 

事務局 

委嘱状交付式のときに学校の運営や様子、荒尾市が目指す地域との連携に

ついて、講話みたいなものをしてみたらどうか。 

評議員の制度について説明をすることにはなっている。 

 

【議 第 22号 荒尾市立学校給食センター運営委員会委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

事務局 

中学校の給食費の未納を教えて。 

昨年度の未納については、現在、各中学校で調査している。 

 

 



  

【議 第 23号 荒尾市地域学校協働活動推進員の委嘱について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

 

教育長 

 

事務局 

地域コーディネーターを置く事業とどう違うのか。 

こちらは、放課後子ども教室事業のコーディネーターになる。 

八幡小、有明小、桜山小の放課後子ども教室の対象児童はどうなっている

のか。 

八幡小、有明小は 1年から 3年生、桜山小は 1年から 2年生が対象になる。 

H29年度は、八幡小、桜山小は、17名ずつ、有明小は、30名となっている。 

 

【議 第 24号 荒尾市少年指導センター運営協議会委員の委嘱について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

各委員 特になし 

 

 

【報告第 5号 荒尾市学校運営協議会委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局報告 

各委員 特になし 

 

【報告第 6号 荒尾市特別支援連携協議会委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局報告 

各委員 特になし 

 

【報告第 7号 宮崎兄弟研究事業報告書『世界のなかの荒尾ー宮崎兄弟の軌跡をたどる』の発刊

について（生涯学習課）】 

○事務局報告 

委 員 

 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

これだけのものを教育委員会でまとめたことについて、敬意を表したい。 

ただ、機会があれば、市民に対して啓発できる資料として活用できればい

いのでは。 

啓発の一つとして、今年の秋ごろに宮崎兄弟生家で講演会を予定してい

る。 

広く知ってもらうために、広報に 1年間連載してみてはどうか。 

検討したい。 

 

 

 

 



  

【その他 6月行事予定について】 

○事務局報告 

○質疑 

各委員 特になし 

 

【その他 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

 

次回の第 6回定例教育委員会は平成 30年 6月 26日（火）13時 00分から

開催したいと思います。 

異議なし。 

それでは、次回の第 6回定例教育委員会は平成 30年 6月 26日（火）13

時 00分から開催します。 

 

 

教育長    ○閉会宣言 平成 30年 5月 25日（金）11時 00分 

 

閉議 11時 00分  書記 松井 敏彦 

 

※下線部については非公開とします 

 上記の会議の顛末について相違ないので署名する。 

 

 平成  年  月  日 

 

  教 育 長                      

  教 育 委 員                      


